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貨物⾃動⾞運送・倉庫事業を中⼼に幅広く事業展開を⾏うダイセーグループのグループコンサルティ
ング・運営事業を担うダイセーホールディングス株式会社（本社︓東京都千代⽥区、代表取締役社⻑栗
⽥秀男）は、プラスチック部品輸送のダイセー倉庫運輸株式会社（本社︓愛知県⼩牧市、代表取締役社
⻑吉⽥憲三）が、社内ドライバーの各種技能・安全意識の向上、モチベーションアップを⽬的として、
2010年から続く第13回⽬のドライバーズコンテスト⼤会を2022年11⽉5⽇（⼟）に実施したことを発
表しました。

ダイセー倉庫運輸では⽇頃から全てのドライバーが安全意識、法規遵守を徹底しており、今回⼤会は
パートナー企業である愛知⽇野⾃動⾞の全⾯協⼒のもと、担当員から参加選⼿に対して点検業務の詳細
な解説が⾏われ、⽇常点検の重要性を改めて確認する機会にもなりました。

本年は、⼤会史上初の愛知県⼩牧市のダイセー倉庫本社物流センターでの開催となり、全国の営業所
から精鋭ドライバー13名が集い、学科試験に加え、⾛⾏競技と点検競技を実施しました。また、パート
ナー企業の尾張陸運株式会社、有限会社愛希の２社から各1名ずつドライバーが参加。外部環境で培った
知⾒や技術を発揮することで⼤会を盛り上げました。また、ドライバーズコンテンスト全国⼤会の競技
種⽬で⾼難易度の”S字バックスラローム”を取り⼊れるなど、⼯夫を凝らした競技内容となりました。
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ダイセー倉庫運輸、第13回ドライバーズコンテスト⼤会を開催
パートナー企業と連携し⾛⾏技術⼒・安全意識をさらに向上

・尾張陸運株式会社、有限会社愛希の外部企業所属のドライバーも競技に参加
・パートナー企業の愛知⽇野⾃動⾞会社が点検競技を当⽇参加選⼿に向けて解説
・個⼈の部優勝者は千葉チームの⼩野⿓⼆選⼿

開催に先⽴ちダイセー倉庫運輸の吉⽥社⻑は、「ドライバーズコンテストはダイセー倉庫が最も⼤切
にしている⾏事のひとつ。会社の評価は現場のドライバーへの評価で決まる。全国から集まった参加選
⼿には⽇頃の⼒を発揮してもらい、緊張せずに臨んでほしい」と参加選⼿にエールを送りました。

●競技結果（学科200点満点、点検競技400点満点、⾛⾏競技400点満点の合計1,000点満点）
個⼈の部
１位 930点 千葉チーム ⼩野⿓⼆ 選⼿
２位 899点 ⼩牧Bチーム ⾼⽥涼 選⼿
３位 895点 ⼩牧Cチーム 南遥太 選⼿

同点 尾張陸運チーム 岡野貴英 選⼿

プロドライビング賞 ⼩牧Cチーム 南遥太 選⼿
愛知⽇野⾃動⾞賞 愛希 前⽥真希 選⼿



別紙【１】

＜ 本件に関する報道関係者からのお問合せ先 ＞

ダイセーグループ広報事務局（（株）ラ・クレタ内）
担当︓秋元（携帯︓080-4753-9238）、三屋（携帯︓080-4753-9823）

TEL︓050-4560-2425 FAX︓050-3383-4676 E-mail︓daisei_hd@lacreta.jp

■ダイセー倉庫運輸主催 JPL杯ジャスト便ドライバーズコンテスト概要
○開催⽇時︓令和4年11⽉5⽇（⼟） 9:15~12:00
○開催場所︓ダイセー倉庫運輸株式会社本社物流センター
○参加⼈数︓出場選⼿１３名
○開催⽬的︓社内ドライバーの各種技能・安全意識の向上、モチベーションアップ
○競技審査の概要︓合計1,000点満点

⑴学科競技︓200点満点（40問）
ー交通法規・構造機能・運転常識について⾏い、安全な交通の⽅法に関する必要な知識の取得

状況について採点。
ードライバー127名実施（尾張陸運 8名、愛希 5名、ダイセー倉庫運輸114名）

⑵⾛⾏競技︓400点満点
ー安全無事故運転を主体として交通法規の遵守、基本操作技術について採点。
ー出場選⼿13名
【⾛⾏競技⽅法】

①⼤型⾞１台、7t⾞１台、3.5t⾞１台を使⽤して番号順に1名ずつ競技を⾏う。
②構内に設置されたコースを前進でスタート。

折り返し地点からは、バックで⾛⾏。ゴール地点で、ホーム着けを⾏う。
⑶点検競技︓400点満点
ー⽇常点検について、点検箇所・点検内容を審査。
ー出場選⼿13名
【点検競技⽅法】

①7t⾞2台を使⽤して、2名同時に競技をスタート。
②点検時間5分以内に指定した箇所の点検を実施。不具合箇所があれば指摘する。

＜ダイセー倉庫運輸株式会社について＞
ダイセー倉庫運輸は、ジャスト便システムで⼩牧を中⼼に中部地区（愛知・岐⾩・三重）のポリマー品
に特化した物流ネットワークで⾃動⾞関連を主軸とする⽯油化学品カテゴリーカンパニーのお客様のお
役⽴ちをしてまいりました。中部地区で培ったジャスト便をJPL（Japan Polymer Lines）を構築する事
で、⽇本全国へ拡⼤してまいります。また本年から物流業界の厳しい状況を打破すべく、JLC（Japan 
Logistics Connect）という配⾞担当者同⼠がネットワークをつなぐことで、トラックと荷物をマッチン
グする事業を始めました︕

＜ダイセーホールディングス株式会社について＞
1969年に創業したダイセーグループは、貨物⾃動⾞運送・倉庫事業を中⼼に⾃動⾞整備事業・中古⾃動
⾞販売事業から、電気⼯事事業、リサイクル事業、インターネット事業や⾷品事業まで幅広く事業展開
しています。
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■当⽇会場の様⼦

画像素材は下記に格納しています。
https://www.dropbox.com/sh/mxlhqutaet0xyrr/AAAV7XLyyf_donv02j475tEXa?dl=0

https://www.dropbox.com/sh/mxlhqutaet0xyrr/AAAV7XLyyf_donv02j475tEXa?dl=0

